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もっと

耳を傾けます。

カ
ワ
ル
議
会

進
化
す
る
議
会

平成23年に「丹波市議会基本条例」を制定して以降、この条例に基づき、

＊市民との意見交換会や政策討論会の開催

＊委員会室の放送機器を整備し、本会議に加えて

常任委員会などのインターネットライブ中継も開始

するなど、「市民に開かれた議会」を推進してきました。
しかし、制定から７年が経過する中で、市議会を取り巻く状況も変化し、

地方議会にも新たな取組みが求められるようになってきたことから、「開

かれた議会」をさらに推進し「議会改革」を進めるため、

議会基本条例の見直しを行いました。

１高校生・大学生など「学生」
の議会参加を推進します。

２
たんばりんぐの編集

に特化した議会報編

集委員会から、名称

を変更し、広聴機能

を追加。委員も７名

に増えました。

「市民との意見交

換会」の企画など

も担当します。

「広聴機能」を追加！
広報広聴委員会に変わりました。

常任委員会を再編しました。

若い世代の

議論への参加を

進めます。

高校生と大学生と市議会がコラボして関係

人口を増やす取組みを考えた丹波市議会☆

ミライプロジェクト（平成30年７月開催）

総務文教
常任委員会

（定数 10 人）

民生産建
常任委員会

（定数 10 人）

予算決算
常任委員会

（議長を除く 19 人）

もっと
市民のみなさんからの

「声」
をお聴きするために

総務常任
委員会

民生常任
委員会

産建常任
委員会

予算決算
特別委員会

３
変
更
前

広報（たんば
りんぐの編集）

　

＋広聴

市内高校生との懇談会や「丹波

市議会☆ミライプロジェクト」

などを通して、若者といっしょ

に将来の丹波市や今の課題につ

いて考える機会とします。

質問する議員は、

質問項目や要旨を記

し、議長に通告書を

提出します。

N E X T P A G E 　 　 み な さ ん の 「 声 」 を 、 政 策 提 言 に つ な げ ま す 。

H30.12月～

委員数を増やし、よ
り活発な議論をする
ため再編しました。

平成 27 年度までの議会改革は
コチラ（たんばりんぐ 46 号）

政務活動費のコト

一般質問のコト
H29.12 月定例会～

①通告書をホームペ

ージで公開。傍聴者

にも資料として提供。

H29. ９月定例会～

②同じ会派の議員がパネルを持つな

ど補佐が可能に。

③演壇で行っていた個人の一般質問

を発言席に変更。

④情報共有のため、通告書をタブ

レット （文書共有システム）に登録。

その他
①議会報告会の名称を「市民との意

見交換会」に変更（H30 年度～）

②議会図書室を整備し図書を充実

（H30. １月整備）

H30.12月～

H30.９月議会基本条例を改正

進めています、議会改革！

議会進化論
ー総集編ー

変 わ り ま し た

ペーパーレス化

を図るため、議会資料の閲

覧、スケジュールなどの情

報共有、メールの送受信が

できるタブレットを使用

しています。

たんばりんぐで公開して

いた収支報告書、収支明

細書、政務活動報告書を

ホームページでも公開開

始（H29 年度分～）

み ん な の 声 が ギ カ イ に 届 く と い い な ♪

20Change!
カワル・ギカイ

02

発信、

もっと



04

市議会には、議会ならでは

の決まりや、「なるほど！」

と納得するようなことが

いっぱいあるんだね。

なる
ほど！

本会議を休憩して所信表明を行い、本会議再開後

に投票しました（ライブ中継で配信）。

議
案
の
提
案
（
市
長
・
議
員
）

提
案
説
明
（
市
長
・
議
員
）

議
案
に
対
す
る
質
疑
（
議
員
）　

所
管
の
委
員
会
へ
付
託　補

足
説
明

質
疑
・
答
弁　討

論
・
採
決
（
議
員
）

審
査
報
告
（
委
員
長
）　報

告
に
対
す
る
質
疑
（
議
員
）

討
論
・

採
決
（
議
員
）

議
長
選
挙
は

就
任
希
望
者
の

想
い
を
聴
い
て
投
票

進めています、議会改革！

議会進化論
ー総集編ー

広聴機能の強化とともに、市

民のみなさんの想いをお聴き

し、「政策」として議会から市

に提言（提案）する仕組みを

明確に示した今回の議会改革。

今後も、丹波市議会全体で「開

かれた議会」をさらに進化さ

せていきます。

議長は、議員 20 名の投票によって

本会議で決まります。選挙当日の朝

までに届出をした就任希望者２名か

ら所信表明を聞き、投票の参考とし

ました。

[ 投票結果 ]

林　　時彦議員　11 票…議長選出

太田喜一郎議員　  ９票

なる
ほど！

丹波市議会では、平成 29 年

６月から議会改革特別委員会

（藤原悟委員長）を設置し、議

会基本条例の見直しやそれに

基づく議会の改革について調

査研究を進めてきました。21

回におよぶ熟議を重ね改革案

をまとめ、基本条例や会議規

則などを改正しました。

これまでも、これからも
改革はつづきます。

なる
ほど！

DOCUMENT議会では　　　　　が起こっている ?!「　　  」件事

ドキュメント初議会
～第４期後期編～

な る

ほ
ど

本会議本会議 委員会

提出された

議案の内容や提案理

由について、提案者

（市長や議案を提出

した議員）が説明

します。

委員会では、

付託された議案や

請願について詳しく審

査します。質疑、討論

を経て、委員会として

の賛成・反対を

決定します。

第
４
期
議
員
と
し
て
前
期
２
年
の
活
動
を
終

え
、
心
新
た
に
迎
え
た
12
月
定
例
会
。
初
日
は

議
長
選
挙
で
第
６
代
目
の
議
長
が
誕
生
す
る
と

と
も
に
、
議
席 　

や
委
員
会
構
成
な
ど
も
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
34
の
議
案
に
つ
い
て
審
議

し
、
採
決
し
ま
し
た
（
審
議
結
果
は
10
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）。

委員会での審査

報告を受け、他の

委員会に属する議

員が質問します。

※議案すべてを議会用語で「事件」といいます。

議席：議員の出席番号のようなもの。議場や委員会室の座席も議席順に並びます。

本会議で直ちに

採決する場合もあり

ますが、より専門的

な審査をするため、

所管の委員会に審査

を付託します。

これも事件

（議案）のひ

とつです。

カイ

　　　セツ　　

議
案
審
議
の
流
れ

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
付

託
先
の
委
員
会
で
の
審
査

を
経
て
定
例
会
で
慎
重
に

審
議
し
、
採
決
を
行
い
ま

す
。
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略称は「ぎうん」！

議会の要☆議会運営委員会

定例会の日程や要望書の取扱い、議

会のルールなどを決める「ぎうん」。

各会派から選出さ

れた議員で構成し

ます（P7 参照）。

ギカイのオキテ

なる
ほど！

05

市議会に伝えた意
見は、どんな風に
生かされているの
かな？

Q

みなさんの「声」を政策提言につなげるプロセスを明確に

市
民
と
の
意
見
交
換
会

担
当
の
常
任
委
員
会
に
分
類

委
員
会
で
協
議
し
問
題
点
や
課
題
を
洗
い
出
す

班長会 班会議

各
種
団
体
と

の
懇
談
な
ど

意
見
を
分
野
別
に
整
理

市民からの要望事項とし

て市へ送付するもの

議会の課題として検討す

るもの

内容の確認にと

どめるもの終了

調
査
・
研
究

市
政
に
関
す
る
も
の

議
会
に
関
す
る
も
の

議会として政策検討課題

のテーマになるもの

議員総会

市
へ
提
言
・
提
案

報告
確認

確認

報告
確認

委員会
報告

検
討
・
実
施

常　　任　　委　　員　　会本会議市民への報告

議決

議決 議員みんなで共有し、担当の委
員会で協議します。最終的に、
政策提言につなげる場合もあり
ます。

A

みなさんからいただ

いたご意見の中から市政の

問題点や課題を発見し、そ

の解決に向けて調査・研究・

分析をします。また、内容

に応じて、市に伝えたり政

策立案・提言につなげた

りしています。 

市

否決

可決

立案

立案

調査
審査

広聴

ホームページ・
たんばりんぐで

公表

各団体等
へ報告
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議会運営委員会

各会派から選出された議員が、市

議会の運営方法などについて協議

します。

委  員  長　　西本嘉宏　

副委員長　　吉積　毅

委　　員　　小橋昭彦、太田一誠

　　　　　　須原弥生、奥村正行  

① みんなで研鑽し、日本一の議会にしていきたい　②議員必携　③

政策を実施する市の行財政運営や事務処理が適法、適正、公平、効

率的、民主的になされるよう市民の立場に立って監視、指摘します。

小橋昭彦（丹新会 ①春日町中山 /53）

［議会選出監査委員］

① 三世代同居　②レス

キューものの映画　③広

報広聴委員長として、高

校生・子育て世代・高齢

者などとの出会いの場を

設け、たくさんのご意見

を聞き市政と議会活動に

反映させたい。

①色々な経験と勉強を通し

て、深みのある人間になって

いきたい。②宇宙兄弟（小山

宙哉著）③予算決算常任委員

　会副委員長として委員長を

　補佐しながら丹波市の財政

　　により良い建設的な議論

　　　を展開していきたい。

① 住み慣れたとこ

ろでいつまでも安心

して暮らせる丹波市　

②映画「幸せの黄色

いハンカチ」③まず

市民の声を聴く事が

大事ではないか。

① 子どもたちが生まれ育っ

た丹波で生活でき、地域の

みんなが笑顔あふれるまち　

②パパは、わるものチャン

ピオン（板橋雅弘作）③当

初は戸惑いも感じましたが、 

 後期はさらに一人ひとりの

  声を聞き、想いを汲み上げ、

　市民満足度上昇に向け活

　動していきます。

①色々な国に行って

みたい　②おべんと

うの時間　③市の課

題や施策等を、学ぶ

ほどに様々な難しさ

を感じますが、つね

に市民目線と議員目

線の 2 つの視点を備

えてがんばります。

①平和で安心して暮ら

せ る 社 会 を 引 き 継 ぐ　

②日本近現代史を読む

（大日方純夫監修）③一

般質問や議案審議等を

通じて市民の声や願い

を届けてきました。一

定の前進もありますが

引き続き市民の願い実

現に取り組みます。

① 日本一周（全国道の

駅制覇）②サウンド　オ

ブ　ミュージック　③後

期はニュートラルな感覚

で物事を見て・聞いて・

感じて、住みよい丹波市

となるよう、知識と経験

を高めて、信頼される議

員をめざします。

新しい

議会構成を

ご紹介し

ます。

太
お お た き い ち ろ う

田喜一郎（新風ク④ 氷上町西中 /66） 

① 現在、孫 10 人。孫

全員の結婚式に歩いて

出席すること　②淡交

タイムス　③民生産建

常任委員会の副委員長

をさせていただきます

ので、委員長を補佐し

て有意義な委員会とな

りますように精一杯が

んばります。

氷上多可衛生事務組合議会議員　小川庄策、吉積　毅、広田まゆみ、近藤憲生、須原弥生、西脇秀隆

①だれもが安心を感じ

られる丹波市　②気持

ちの本（森田ゆり作）

③前期は初体験だらけ

で大変でした。後期は

二つの副委員長を精

一杯一歩一歩前進し、

市民と共に課題解決

していきたい。

新たな体制で挑みます

近
こ ん ど う の り お

藤憲生（丹新会 ① 春日町棚原 /57）

小川庄策（無会派 ① 青垣町西芦田 /51） 山名隆衛（丹新会 ①市島町市島 /61）

奥
お く む ら ま さ ゆ き

村正行（丹波ク④氷上町石生 /67）

大西ひろ美（丹新会 ①氷上町柿柴 /56）

西
にしもとよしひろ

本嘉宏（共産党④ 春日町東中 /71）

大嶋恵子（丹新会 ① 山南町梶 /63）

前
ま え か わ と よ い ち

川豊市（丹波ク ④柏原町柏原 /72）

垣内廣明（新風ク ③山南町池谷 /69）

広田まゆみ（丹新会①柏原町柏原 /63）太田一誠（新風ク ②青垣町小倉 /57）

林　時彦（無会派 ③春日町野上野 64）

副

須
す は ら や よ い

原弥生（公明党 ① 市島町下竹田 /56）

こ れ か ら ２ 年 。 こ の 体 制 で 　 ギ ロ ン し ま す ！

議長

感動する脳
パパはわるもの
チャンピオン

谷水雄一（丹新会 ① 氷上町賀茂 /41） 吉積　毅（丹新会 ① 氷上町成松 /55）渡辺秀幸（丹新会 ① 市島町下竹田 /66）

①将来時間ができたらま

た本を出します。②ここ

までわかった ?! 最新雑学

の本（小橋昭彦著）③前

半は主に理念面での提案

を行いました。後半は

仲間と一緒に、より具

体的に市政に関わる

実績を残したい。

① ローカル線に

乗って全国の居

酒屋めぐり　② S

＆ G ③地域力再

生をスローガン

に立候補した原

①正直者がバカを見な

い世界　②凡人のため

の地域再生入門（木下

斉著）③議会選出の監

査委員として細かな

資料に基づきチェッ

クしてきました。信

条である「是々非々」

で思いやりのある丹

波市をめざします。

① 知識向上のための全国

探訪　②楽しい映画　③

関心深い産業建設分野か

ら見聞を広めたい総務文

教となりました。市の行

政全般を学ぶ事により指

摘・発言できる議員をめ

ざします。

「地方議会を
再生する」

①日々新しいことに挑戦

し刺激的な日々を送る　

②地方議会を再生する（相

川俊英著）　③これまで２

年間、議長として議会運

営にあたらせていただい

た経験を活かし、さらな

　る議会改革の推進と市

　の活性化に努めます。

① マスターズ陸上全国大

会に身体が動く限り出場

し３種目で金メダルゲッ

ト　②感動する脳（茂木

健一郎著）③現場主義を

貫き今後も子どもたちの

将来の夢の手助けになれ

るように全力で励みた

い。”走れる主婦目線議員”

西
に し わ き ひ で た か

脇秀隆（共産党 ②山南町和田 /68）

①健康で長生きし、お

いしい米づくりをした

い。②異人たちとの夏（山

田太一著）③公共交通

の充実、ゴミ袋代金半額、

国保税の１万円の引き

下げなどまだ実現でき

ていない選挙公約の実

現に向けがんばりたい。

06

① 囲碁ボールの全国普

及　②全国地図　③合

併して14 年目。すべ

ての市民が安心して、

安全に暮らせているか

総点検。そして「住ん

でよかった丹波市」を

めざした議会活動。

茶
道
の
勉
強
の
た
め
に

読
ん
で
い
ま
す
。

は委員長、 は副委員長　※議席順（年齢は 12 月 5 日現在）正 副

議員はどちらかの常任委員会に所属し、所管（関係）する事業

等についての審査を行います。

[ 掲載項目 ] ① 将来の夢　② 好きな本（または映画）　③ 前期 2 年
の活動をふまえて後期に向けて思うこと　※会派名の横は当選回数

私
の
音
楽
の

バ
イ
ブ
ル
で
す

① 結婚相談所の開設

②俳句関係の本　

③見直した基本条例の

実行と検証。新病院開

院に伴う地域包括ケア

システムの推進や地域

医療を核とした地域づ

くりの推進。

俳
句
に
も
挑
戦
。

句
会
が
苦
会
に
な
ら
な
い
よ
う
…
。

藤原 悟（公明党 ③山南町谷川 /67）副議長

正

07

20Change!
カワル・ギカイ

民生
産建

総務
文教

常 任 委 員 会 常 任 委 員 会

予算決算常任委員会

新年度予算（３月）、決算（９月）、

補正予算に係る議案について審査し

ます。

委  員  長　　垣内廣明　

副委員長　　谷水雄一

※議長を除く全議員で構成。
予算決算常任委員長

予算決算常任副委員長

　　点を思い返し、

引き続き地域貢献を

めざし精進します。

副 正

広報広聴委員会

市民との意見交換会など広聴活動に

関する企画や、たんばりんぐの原稿

作成、取材、校正作業などを行います。

委  員  長　近藤憲生

副委員長　大西ひろ美

委　　員　谷水雄一　吉積　毅

　　　　　大嶋恵子　広田まゆみ　　

　　　　　藤原　悟

① かなえられた夢、叶

わなかった夢も含め今

は十分です。これから

は子どもや家族、社会

に求められる「わかる

　人」になる　②チク

　セントミハイの「楽

　　しみの社会学」映

　　画「チャプリン」

　　③志在千里
ひ ろ た

た に み ず ゆ う い ち よ し づ み 　 つ よ しわ た な べ ひ で ゆ き

お お た い っ せ い

か き う ち ひ ろ あ き ふ じ わ ら さ と る

は や し と き ひ こ

お が わ し ょ う さ く お お し ま け い こ や ま な た か え い

こ ば し あ き ひ こお お に し 　 　 　 　 み
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カ
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12
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

一

般

質

問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

一  

般  

質  

問

請
願
の
審
査

つ
ぶ
や
き
川
柳
応
募
作
品

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ

繰越明許費：歳出のうち、年度内に支出が終わらず
翌年度に繰り越して使用すると見込まれるもの。

カイ

　　　セツ　　
09

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
を
整
え
る
た
め
、
市

内
す
べ
て
の
小
学
校
の

普
通
教
室
に
空
調
設
備

が
設
置
さ
れ
ま
す
。
今

後
、
夏
休
み
な
ど
の
長

期
休
暇
を
利
用
し
て
、

順
次
工
事
が
行
わ
れ
ま

す
。

出勤時間が

早く不安だった

家庭もこれで安

心できるね。

予算額：10 億 2,300 万円

（繰越明許費　 ）

常任委員会では、付託さ

れた議案などについて慎

重に審査するため、必要

に応じて現状等の確認を

行っています。今回、民

生産建常任委員会では、

定例会中の委員会で現地

調査を行い、委員会で質

疑を行いました。

施設はどのよ

うに管理・運営さ

れているかな？

石綿除去工事

の契約金額変更

は適正に行われ

たのかな？

議会でも、

学校への空調の

早期設置を訴え

ていました。

これで、猛暑

の日も寒い日も、

快適に勉強でき

ます。

論点！
ココがギロンの

12
月定例会■ 12 月定例会

現地
調査

平
成
31
年
９
月
ま
で
に

小
学
校
の
普
通
教
室
に

空
調
設
備
が
設
置
さ
れ
ま
す　

なる
ほど！

市
内
の
小
中
学
校
で
い
じ
め
に
よ

る
重
大
事
態
が
発
生
し
た
と
き
、

こ
れ
ま
で
は
市
教
育
委
員
会
の
内

部
組
織
で
原
因
等
の
調
査
を
行
っ

て
い
た
た
め
、
公
平
性
・
中
立
性

に
欠
け
る
と
い
っ
た
懸
念
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
教
育
委
員
会

の
附
属
機
関
と
し
て
、
公
平
か
つ

中
立
的
な
委
員
に
よ
る
第
三
者
調

査
委
員
会
（
専
門
委
員
会
）
が
常

設
さ
れ
、
い
じ
め
防
止
等
の
対
策

を
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

い
じ
め
に
よ
る
重
大
事
態
に

迅
速
に
対
応
し
ま
す

教
育
委
員
会
に
調
査
機
関
を
常
設

子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
、
放
課
後

や
長
期
休
業
中
に
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
る
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、

と
て
も
心
強
い
味
方
で
す
。
長
期

休
業
中
は
早
朝
勤
務
の
方
な
ど
か

ら
開
始
時
間
を
早
め
て
ほ
し
い
と

の
意
見
を
受
け
、
午
前
７
時
30
分

か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。 ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は

長
期
休
業
中
も
安
心

問

答

午
前
７
時
30
分
か
ら
利
用
可
能
に

時間延長の場合、人員配置はど

のように考えていますか。

シフト制にしているため対応可

能です。

アフタースクールの指導員を減

らされるとのことですが。

人材確保がむずかしいため規定

の人数を減らしましたが、変更

後も国の基準より手厚い人員配置と

なっていますので大丈夫です。

問

答

市に設置されてい

る「いじめ問題調

査委員会」との違いは。

今回の専門委員会

は教育委員会が設

置するもので、重大事態

が起きた時に調査を行い

市長に報告します。そこ

でさらに再調査が必要と

判断された場合に、市の

調査委員会で再調査が行

われます。

答

問

答

問

市の教育委員会

①
発
生
の
報
告

市議会

調査組織

丹波市いじめ問題

専門委員会

調
査
報
告

小学校・中学校

被害児童・生徒
加害児童・生徒

またはその保護者

警察署

聴取

相談・通報

1設置
　諮問

3再調査
の報告

情報提供

いじめ事案

（重大事態）

発　生

市　長
4報告

情報提供

新

諮問 報告

④重大事態の調査

③重大事態

　の報告

⑤調査結果
　の報告

問

答

棉ばたけの宿泊施設は現

在満室のようですが、黒

字になった場合の取扱いは。

余剰金が発生した場合

は、市の一般会計に繰り

入れて適正に処理しています。

問

答

工事設計段階で石綿が

含有されていることが、

確認できなかったのはなぜで

すか。

当時の基準値はクリア

していたため、塗装下

地調整塗材をメーカーヒアリ

ング　　対象としていません

でした。工事着手前に、サン

プリング調査で発覚いたしま

した。今後は、設計において

十分指導していきたいと考え

ています。

問

答

再調査組織

丹波市いじめ問題

調査委員会

民生産建常任委員会

情報提供

経過報告
支援ケア

2再調査

いじめの疑い

があれば学校から

①教育委員会に報告され、

②教育委員会のいじめ対

応プロジェクトチームで

重大事態と判断された場

合、専門委員会で調査

が行われます。

なぜ今のタイミン

グで設立するので

すか。

以前から調査検討

を重ねてきて、今

回まとまったため議案と

して提案したものです。

青垣農村滞在施設棉ばたけ 薬草薬樹公園 春日クリーンセンター
解体工事の請負契約

薬草薬樹公園には施設が

８棟ほどありますが、修

繕を必要とする施設、利用が

少ない施設はどのようにされ

ますか。

修繕が必要な施設は、平

成 31 年度調査する予

定です。来場が少ない施設は、

廃止の方向で検討していきま

す。

可決
補正予算

メーカーヒアリング:業者への聞き取り調査。

経過報告・
支援ケア

情報
提供

委員は、弁護士・
精神科医・識見を有

する者・心理または福祉
の専門家の 5 人以内で、
必要に応じてネットいじ
めの専門家等の特別委員
を置くことができます。

春日クリーンセンター

薬草薬樹公園リフレッシュ館

青垣農村滞在施設棉ばたけ

08

補正
予算

②いじめ対応プロジェクト
　チームが重大事態か判断
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ココが聞きたい！一般質問

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は60分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前にホー

ムページに掲載。また、

傍聴者には、質問要旨

をお渡ししています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

今回は

18人の議員が

一般質問を行い

ました！

市
道
認
定
は
幅
員
４

ｍ
以
上
と
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
現
在
の
市
道

状
況
で
は
幅
員
４
ｍ
以
下

の
市
道
が
４
割
を
越
え
て

お
り
、
認
定
条
件
と
は
余

り
に
も
か
け
離
れ
て
い
る
。

現
状
と
公
平
性
等
を
考
え
、

見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。

引
き
続
き
見
直
し
も

含
め
て
生
活
道
路
と

し
て
の
不
便
解
消
に
向
け

答 問

て
、
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

加
古
川
の
内
水
対
策

に
つ
い
て
、
市
で
は

色
々
と
対
応
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
が
、
山
南
町
応

地
の
地
形
等
を
考
え
れ
ば

現
地
と
合
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
で
す
か
。
ゲ
ー

ト
で
流
れ
を
遮
断
し
、
溜

ま
る
一
方
の
現
場
で
は
、

排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
強
制

排
水
を
ま
ず
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

総
合
治
水
の
観
点
か

ら
、
下
流
と
の
バ
ラ

ン
ス
も
必
要
な
た
め
、
運

転
条
件
を
設
定
の
上
、
排

水
ポ
ン
プ
の
設
置
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 答

現
状
に
あ
っ
た
市
道
認
定
を

垣内　廣明 議員

問

答

引
き
続
き
生
活
道
路
と
し
て
の
不
便
解
消
に

向
け
て
調
査
研
究
し
ま
す
。

か き う ち 　 ひ ろ あ き

舗装の修復が必要な生活道路

が
け
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

新
財
源
の
考
え
は

新
し
い
財
源
の

考
え
方
は
。

少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
を
迎

特
定
健
診
の
若
い
方

の
受
診
率
が
低
い
状

況
に
あ
る
が
そ
の
対
策
は
。

対
象
者
が
い
つ
で
も

受
診
で
き
る
よ
う
、
市

健
康
セ
ン
タ
ー
ミ
ル
ネ
内

に
年
間
を
通
し
て
受
診
で

き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

診
療
機
能
を
生
か
し
た
未

病
産
業
を
新
た
に
考
え
、

が
ん
の
検
診
率
向
上
の
た

め
健
康
産
業
と
し
て
だ
け

で
な
く
「
地
域
未
来
投
資

促
進
法
」
の
基
本
計
画
に

基
づ
い
た
関
連
企
業
の
誘

致
活
動
や
情
報
発
信
を
心

問 健
康
寿
命
の
考
え
方
は

答

若
年
齢
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
ま
す

答

太田　一誠  議員
お お た 　 い っ せ い

カーボンオフセット制度：生活の中で発生し、減らすことのできないカーボン
（Co2）を別の取組みで減らそうとすること（オフセット＝相殺、埋め合わせ）。

問答

え
、
普
通
交
付
税
の
一
本

算
定
と
減
収
へ
の
対
応
と

し
て
、
32
年
度
以
降
の
適

正
な
財
政
規
模
へ
の
転
換

と
行
革
プ
ラ
ン
掲
載
の
新

た
な
財
源
確
保
策
に
取
り

組
み
ま
す
。
新
た
な
財
源

と
な
る
森
林
環
境
譲
与
税

は
、
緑
豊
か
な
伝
統
文
化

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
制
度
※
導
入
に
向

け
た
研
究
や
都
市
部
と
の

自
治
体
連
携
に
向
け
た
協

議
を
行
い
な
が
ら
、
有
効

に
活
用
し
ま
す
。

市役所にある薪ストーブ

カイ

　　　セツ　　

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

太
田
一
誠

垣
内
廣
明

近
藤
憲
生

藤
原

悟

須
原
弥
生

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

渡
辺
秀
幸

大
西
ひ
ろ
美

谷
水
雄
一

吉
積

毅

広
田
ま
ゆ
み

小
橋
昭
彦

西
本
嘉
宏

前
川
豊
市

奥
村
正
行

大
嶋
恵
子

小
川
庄
策

議　案　名

条
例
制
定

地域福祉計画推進協議会設置条例

いじめ問題専門委員会設置条例 →Ｐ８～９

条
例
の
改
正

丹波市議会議員及び丹波市長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例

長期継続契約とする契約を定める条例

福祉医療費助成条例

アフタースクール実施条例 →Ｐ９

アフタースクールの設備及び運営に関する基準を定める条例→Ｐ９

特別職に属する非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関す
る条例

休日応急診療所設置条例

そ
の
他

丹波市農業共済事業事務費賦課総額及び賦課単価の決定

市有財産の無償譲渡（田中自治会） 

市有財産の有償貸付（土地：自動車教習所事業用地）

市有財産の無償貸付 ( 旧神楽小学校 )

調停の申立て ( 下鴨阪自治会・鴨阪自治会・徳尾自治会 )

全員賛成で可決した議案

議　案　名

補
正
予
算

後期高齢者医療特別会計

水道事業会計

契
約
の
締
結

健康センターミルネ医療機器購入（放射線） …デ
ジタルＸ線ＴＶシステムや胸部Ｘ線撮影ユニッ
ト、骨密度測定装置、乳房Ｘ線撮影装置など　契
約金額 8,953 万 2 千円

健康センターミルネ医療機器購入（内視鏡）…内
視鏡システム装置、電子内視鏡上部消化管ビデオ
スコープ（経鼻）内視鏡洗浄消毒器など　契約金
額 3,005 万 5,320 円

一般廃棄物処理施設解体工事請負変更契約…春日ク
リーンセンター解体工事にあたり石綿を含む塗装下地
材の除去を要するため、約 3 千万円増の 2 億 2,056
万 3 千円に契約額を変更するもの。

指
定
管
理

者
の
指
定

市立青垣農村滞在施設棉ばたけ…遠阪自治協議会

市立薬草薬樹公園 …㈱ウエルネスサプライ

人
事
案
件

教育委員の任命…深田俊郎氏（山南町村森 / 昭和
26 年生）

監査委員の選任…太田喜一郎氏（氷上町西中）

発
議

広報広聴委員会の設置

議
案
の

審
議
結
果

賛否が分かれた議案と審議結果 

件　　　名 結　果
賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

渡
辺
秀
幸

大
西
ひ
ろ
美

谷
水
雄
一

吉
積　

毅

大
嶋
恵
子

山
名
隆
衛

広
田
ま
ゆ
み

小
橋
昭
彦

近
藤
憲
生

垣
内
廣
明

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

藤
原　

悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

奥
村
正
行

前
川
豊
市

林　

時
彦

平成 30年

度補正予算

※職員の給与
に関する条例
に係るもの

一般会計→ P ８～９ 原案可決 18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

国民健康保険特別会計事業勘定 原案可決 18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

国民健康保険特別会計直診勘定 原案可決 18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

介護保険特別会計保険事業勘定 原案可決 18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

介護保険特別会計サービス事業勘定 原案可決 18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

訪問看護ステーション特別会計 原案可決 18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

看護専門学校特別会計 原案可決 18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

農業共済特別会計 原案可決 18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

下水道事業特別会計 原案可決 18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

条例の改正
職員の給与に関する条例及び一
般職の任期付職員の採用等に関
する条例 

原案可決 18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

動　　議
主要農作物種子法の復活に関する
請願の再付託 可　決 10 9 ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ‐

※○は賛成、●は反対、退は退席、　　は賛成・反対討論を行った議員。委員会と賛否が異なる場合は、委員会採決も掲載しています。

※議長（林時彦）は議事進行を行うため、特別多数議決　  を除き採決には加わりませんが、賛否同数の場合のみ議長も賛否を表明します。

※　  特別多数議決：重要な公の施設の廃止など、特に重要な議案については過半数または３分の２以上の賛成を必要とし、議長も採決に加わります。

特

特

■議案の審議結果

空き校舎となっていた

旧神楽小学校が、㈱木栄に

無償で貸与されます。今後、

施設改修などを行い、平成

31年４月からは木工体験教

室や調理体験教室、シロアリ

研究所、物販などに利用

される予定です。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

空き教室や

体育館は、社会体育

や地域づくり、子育

て支援事業など、今

後も地域住民が利用

できます。



 

取
り
組
み
ま
す
。

視
覚
障
が
い
者
の
支
援
を

視
覚
障
が
い
者
の
同

行
援
護
の
利
用
希
望

に
対
す
る
援
助
者
の
確
保

状
況
は
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
高
機
能
機
器
、

例
え
ば
、「
オ
ト
ン
グ
ラ
ス

　

」
の
様
な
情
報
・
意
志

疎
通
が
で
き
る
支
援
用
具

の
補
助
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

同
行
援
護
者
の
確
保

は
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
受
講
就
労
支
援
事

業
な
ど
で
確
保
に
努
め
ま

す
。
用
具
に
つ
い
て
は
、

外
出
や
就
労
支
援
に
結
び

つ
く
よ
う
に
、
安
全
性
や

実
用
性
を
注
視
し
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

家
庭
で
は
食
材
の
使

い
き
り
、
食
べ
き
り
、

水
切
り
の
「
3
き
り
運
動
」

を
、
飲
食
店
で
は
会
食
の

開
始
30
分
と
終
了
10
分
前

に
自
席
で
料
理
を
楽
し
む

「
30
・
10
運
動
」
に
取
り
組

め
ま
せ
ん
か
。

「
3
き
り
運
動
」
は
広

報
等
で
周
知
し
ま
す
。

「
30
・
10
運
動
」
は
、
賛
同

い
た
だ
く
飲
食
店
を
「
食

べ
き
り
協
力
店
」
に
認
定

し
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に

市
民
、
飲
食
店
、
行
政
が
協
働
し
て
取
り
組

み
ま
す

観
光
の
基
幹
産
業
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

各
地
域
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
史
実
研
究
・
歴

史
愛
好
家
の
活
躍
で
き
る

支
援
策
は
充
実
し
て
い
ま

す
か
。自

主
的
な
運
営
に
よ

り
、
郷
土
史
並
び
に

文
化
財
等
の
調
査
研
究
を

継
続
的
に
実
施
い
た
だ
き
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
財
の

愛
護
保
存
、
将
来
の
文
化

発
展
に
寄
与
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
各
種
団
体
等
が

主
体
的
に
活
動
い
た
だ
け

る
た
め
の
市
と
の
連
携
支

援
を
、
今
後
も
展
開
し
ま

す
。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

２
度
問
い
合
わ
せ
ま
し
た

が
、
自
治
体
の
実
情
に
応

じ
て
よ
り
よ
い
施
設
整
備

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

幼
児
教
育
の
無
償
化
を

国
は
幼
児
教
育
の
無

償
化
を
平
成
31
年
10

月
か
ら
実
施
す
る
方
針
で

す
が
市
は
ど
う
し
ま
す
か
。

ま
た
無
償
化
で
市
の
財
政

は
い
く
ら
軽
減
さ
れ
ま
す

か
。
軽
減
さ
れ
た
お
金
を

子
育
て
支
援
に
回
し
て
は
。

３
歳
か
ら
５
歳
児
は

保
育
料
が
無
料
に
な

り
ま
す
。
市
で
も
平
成
31

年
10
月
か
ら
実
施
す
る

予
定
で
、
軽
減
額
は
半
年

で
６
千
万
円
に
な
り
ま
す
。

使
途
に
つ
い
て
は
、
今
す

ぐ
新
た
な
施
策
に
充
て
て

い
く
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
科
省
の
中
学
校
整

備
指
針

で
は
「
騒

音
・
臭
気
等
を
発
生
す
る

工
場
そ
の
他
の
施
設
が
立

地
し
て
い
な
い
こ
と
、
が

重
要
」
と
あ
り
ま
す
が
中

央
公
園
は
パ
ル
プ
工
場
か

ら
３
０
０
ｍ
か
ら
６
０
０

ｍ
に
位
置
し
て
お
り
指
針

に
反
す
る
の
で
は
。

文
科
省
の
指
針
は
望

ま
し
い
姿
を
示
し
た

も
の
で
、
法
的
拘
束
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。
文
科
省
に

市
島
地
域
は
、
デ
マ

ン
ド
（
予
約
）
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
・
Ｊ
Ｒ
・
バ

ス
を
乗
り
継
い
で
新
病
院

へ
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
対
応
策
は
。

単
独
で
公
共
交
通
を

利
用
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
に
対
す
る
移
動
に

つ
い
て
は
、
丹
波
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

と
お
り
、
福
祉
施
策
等
で

の
個
別
対
応
を
図
る
必
要

丹
波
市
の
観
光
の
現

状
に
つ
い
て
、
民
間

の
協
力
は
充
分
得
ら
れ
て

い
ま
す
か
。
観
光
で
地
域

や
地
元
に
経
済
効
果
が
波

及
し
て
い
ま
す
か
。

地
域
や
民
間
事
業
者

と
協
力
・
連
携
す
る

た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機

能
を
も
っ
た
、
丹
波
市
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ　

の
設
立
を
推
進

し
、
丹
波
市
な
ら
で
は
の

地
域
資
源
を
活
用
し
て
丹

波
市
観
光
を
増
加
さ
せ
、

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。13

答 問

答

問

問答

問

が
あ
り
、
福
祉
に
よ
る
移

動
支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。

旧
町
域
で
乳
幼
児
健
診
を

実
施
し
て
は

乳
児
健
診
な
ど
の
際
、

市
の
周
辺
部
の
人
は
、

氷
上
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

行
く
の
が
遠
く
、
小
さ
な

子
ど
も
連
れ
で
は
大
変
で

す
。
旧
町
域
で
健
診
を
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

出
生
数
の
低
下
に
よ

り
、
１
カ
所
で
月
2

回
行
っ
て
い
ま
す
。
受
診

率
は
99
％
と
な
っ
て
お
り
、

旧
町
ご
と
で
の
健
診
時
よ

り
向
上
し
て
い
ま
す
の
で
、

現
状
の
ま
ま
実
施
す
る
予

定
で
す
。

答

問

山
南
中
央
公
園
は
中
学
校
の
適
地
で
す
か

新
病
院
へ
の
公
共
交
通
の
充
実
は

丹
波
市
の
観
光
拠
点
は
「
道
の
駅
」
で
は

山南中央公園

渡辺　秀幸  議員

問

答

答

答

柏
原
支
所
庁
舎
の
観
光
拠
点
と
複
眼
構
造
の

観
光
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

山
南
支
所
や
こ
ど
も
園
な
ど
が
周
辺
に
あ
り
、

適
地
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
に
よ
る
、
支
援
施
策
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

災
害
対
策
の
推
進
を

答

避
難
所
に
お
け
る
情
報
収
集
機
器
に
つ
い
て

は
確
保
、
配
備
等
に
対
応
し
ま
す
。

答問

防
災
に
お
け
る
「
自

助
」
の
取
り
組
み
を

進
め
る
た
め
、「
家
族
防
災

会
議
の
日
」
の
制
定
を
。

家
族
の
み
な
ら
ず
、

地
域
や
職
場
で
も
防

災
の
重
要
性
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
公
助
と
と
も
に

防
災
の
基
本
で
あ
る
自
助
、

共
助
の
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
丹
波
市
防
災
の
日
」

の
制
定
に
向
け
て
検
討
を一人一人の認識を深める「家族防災会議の日」

答 問

答

進
め
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
利
便
性
向
上
を

新
病
院
へ
の
移
動
手

段
の
確
保
に
重
点
を

置
い
た
利
便
性
向
上
を
。

旧
町
域
に
こ
だ
わ
ら

な
い
運
行
エ
リ
ア
へ

の
見
直
し
つ
い
て
は
、
慎

重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

木
曜
日
、
土
曜
日
の
運
行

や
４
時
便
の
運
行
に
つ
い

て
は
、
平
成
31
年
７
月
の

バ
ス
路
線
再
編
後
に
お
い

て
も
、
利
用
状
況
を
注
視

し
、
公
共
交
通
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
中
で
、

地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど

で
協
議
し
ま
す
。

答 問

問答

答

答

12

■一般質問

黒
井
川
の
改
修
工
事
は

答

県
の
河
川
で
あ
る
下
流
部
の
工
事
完
了
後
市
の

河
川
改
修
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

黒
井
川
（
市
管
理
区

域
）
の
改
修
工
事
に

つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

下
流
部
の
県
管
理
区

域
が
整
備
さ
れ
な
け

れ
ば
計
画
す
る
こ
と
は
困

難
な
状
況
で
す
。
県
河
川

の
整
備
に
は
相
当
な
年
月

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

市
河
川
に
つ
い
て
は
必
要

に
応
じ
て
立
木
や
土
砂
の

撤
去
等
の
維
持
管
理
で
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問

工
事
が
完
了
し
て
い

る
県
河
川
に
も
土
砂

や
流
木
が
堆
積
し
て
い
ま

す
が
、
県
に
要
望
し
て
い

た
だ
け
ま
す
か
。

早
急
に
現
場
を
確
認

し
、
県
に
対
し
土
砂

や
流
木
の
撤
去
等
、
随
時

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

流
す
の
が
無
理
な
ら
、

貯
水
池
を
つ
く
り
貯

め
る
と
い
う
方
法
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
か
。

広
大
な
農
地
の
水
を

貯
め
る
に
は
大
規
模

な
貯
水
池
が
必
要
と
な
り

相
当
な
財
源
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
難
し
い
と
考

え
ま
す
。
貯
め
て
も
下
流

へ
流
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
周
辺
の
方
の
心
情

は
理
解
し
て
お
り
ま
す
が

人
家
優
先
と
考
え
ま
す
。

答

問答

川の流れを阻害する土砂や樹木

問答

す は ら 　 や よ い

須原　弥生  議員

藤原　　悟  議員
ふ じ わ ら 　 さ と る

西脇　秀隆 議員
にしわき　 ひでたか

近藤　憲生  議員
こ ん ど う 　 の り お

家
庭
や
飲
食
店
で
食
品
ロ
ス
削
減
を

※オトングラス：メガネについている小さなレンズで文字を撮影し、
インターネットに送られて、人工音声で読み上げてくれるもの。

ＤＭＯ：観光地経営の
視点に立ったマネジメ
ント、マーケティング
を行い、官民協働で観
光地域づくりの舵取り
役となる法人。

だいこんの皮は

きんぴらに。  葉は

お味噌汁
　　の具

炒め物に

や

生ごみを
減らそう！

カイ

　　　セツ　　

カイ

　　　セツ　　

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

太
田
一
誠

垣
内
廣
明

近
藤
憲
生

藤
原

悟

須
原
弥
生

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

渡
辺
秀
幸

大
西
ひ
ろ
美

谷
水
雄
一

吉
積

毅

広
田
ま
ゆ
み

小
橋
昭
彦

西
本
嘉
宏

前
川
豊
市

奥
村
正
行

大
嶋
恵
子

小
川
庄
策

■一般質問

わたなべ　ひでゆき

山名　隆衛 議員
や ま な 　 た か え い



丹
波
市
で
の
在
宅
医

療
提
供
体
制
や
介
護

保
険
施
設
の
確
保
、
連
携

強
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
み
ま
す
か
。

在
宅
医
療
の
提
供
体

制
の
確
保
等
は
、
県

で
丹
波
圏
域
の
調
整
会
議

で
進
め
ら
れ
ま
す
。
市
で

は
、
国
保
青
垣
診
療
所
や

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

新
た
な
ミ
ル
ネ
診
療
所
、

ミ
ル
ネ
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
効
果
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
に

つ
い
て
は
、
介
護
人
材
の

不
足
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る

事
か
ら
、
定
期
巡
回
・
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在
宅
生

活
支
援
に
重
点
を
置
い
た

事
業
を
進
め
ま
す
。

■一般質問

と
広
い
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る

条
例
に
な
り
ま
す
。
担
当
部

署
は
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。

部
局
を
横
断
す
る
、

市
の
条
例
の
中
で
も

特
別
な
理
念
を
盛
り
込
む

も
の
に
な
り
ま
す
。
一
部

署
だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
取
り

組
み
方
法
を
考
え
ま
す
。

本
州
一
低
い
中
央
分

水
界
「
水
分
れ
」
を

挟
ん
で
南
北
に
広
が
る
「
氷

上
回
廊
」
は
、
世
界
的
な

資
源
で
す
。
市
民
が
誇
り

を
持
て
る
よ
う
「
氷
上
回

廊
保
全
条
例
」
を
制
定
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
氷
上
回
廊
」
は
、
多

種
多
様
な
生
態
系
だ

け
で
な
く
、
南
北
の
物
流
、

人
や
文
化
の
流
れ
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。
市
民
に
よ

る
環
境
保
全
活
動
へ
の
参

加
率
が
高
い
の
も
、
こ
う

し
た
背
景
が
あ
ろ
う
と
考

え
ま
す
。
条
例
の
制
定
は

大
変
有
意
義
な
こ
と
で
あ

り
、
水
分
れ
資
料
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
時
期
と
合
わ

せ
て
取
り
組
み
ま
す
。

生
態
系
、
文
化
、
森

づ
く
り
、
市
民
活
動

看
護
専
門
学
校
か
ら

大
学
に
編
入
す
る
時

に
、
2
年
間
の
奨
学
金
制

度
で
支
援
で
き
ま
せ
ん
か
。

専
門
看
護
師
や
認
定

看
護
師
が
い
る
病
院

が
、
医
師
の
招

し
ょ
う
へ
い
聘
も
有
利

な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
病
院

の
力
そ
の
も
の
を
高
め
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
地

域
に
も
還
元
す
る
の
か
と

思
う
と
、
大
変
よ
い
制
度

と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
制
度
設
計
を
考
え
る

な
か
で
、
不
確
定
要
素
が

多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

丹
波
市
と
し
て
ど
う
い
う

形
が
よ
い
の
か
、
今
後
の

課
題
と
し
て
受
け
止
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ミ
ル
ネ
内
に
開
設
の

診
療
所
機
能
は

診
療
所
の
指
定
管
理

を
県
立
病
院
に
委
託

す
る
と
毎
年
1
億
5
千
万

円
の
支
出
が
必
要
で
す
。

民
間
医
療
機
関
を
公
募
す

る
と
い
う
選
択
肢
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

県
と
市
で
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
施
設
群
を
構

成
す
る
と
言
う
本
来
の
主

旨
を
考
え
た
と
こ
ろ
で
は
、

県
を
指
定
管
理
者
と
す
る

こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

答 問

問

答 問

子
ど
も
医
療
費
の
所
得
制
限

は
子
育
て
支
援
に
逆
行
で
は

世
帯
合
算
の
所
得
制

限
の
強
化
は
、
子
育

て
支
援
に
逆
行
し
ま
す
。

元
に
戻
す
こ
と
や
負
担
額

の
上
限
設
定
な
ど
改
善
す

る
べ
き
で
す
。

公
平
性
の
確
保
や
矛

盾
解
消
の
た
め
、
県

と
同
様
に
世
帯
合
算
に
改

正
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
負

担
額
の
上
限
設
定
に
つ
い

て
も
困
難
で
す
。

 

市
民
の
誇
り
を
生
む
理
念
を
盛
り
込
む
条
例

に
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

奨
学
金
制
度
も
変
化
に
応
じ
た
見
直
し
が

必
要
と
感
じ
、
今
後
の
研
究
材
料
に

建設が進む丹波市立看護専門学校

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。15

庁
舎
機
能
集
約
に
向

け
、
本
庁
舎
に
市
民

が
憩
え
る
、
レ
ス
ト
ラ
ン

や
カ
フ
ェ
を
、
就
労
継
続

支
援
と
し
て
設
置
し
て
は

ど
う
で
す
か
。

既
存
庁
舎
を
有
効
に

活
用
し
、
就
労
支
援

の
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

考
え
で
す
が
、
空
き
ス
ペ
ー

ス
が
必
要
で
す
の
で
、
集

約
を
進
め
る
中
で
検
証
し

て
ま
い
り
ま
す
。
中
長
期

的
な
新
庁
舎
整
備
で
は
、

議
員
ご
指
導
の
件
は
十
分

考
慮
し
ま
す
。

丹
波
市
民
が
安
心
安
全
を

実
感
で
き
る
支
援
を

災
害
時
に
お
い
て
、

自
閉
症
・
発
達
障
害

の
人
た
ち
へ
の
視
覚
支
援

の
取
組
み
や
、
学
校
で
の

取
組
み
は
。

一
般
避
難
所
で
の
生

活
が
む
ず
か
し
い
方

は
、
福
祉
避
難
所
で
の
受

け
入
れ
で
の
備
え
を
進
め

て
い
ま
す
。
一
般
の
避
難

所
等
で
は
、
配
置
や
そ
の

役
割
な
ど
で
き
る
限
り
明

示
し
、
視
覚
的
な
確
認
が

で
き
る
よ
う
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校

で
は
教
職
員
の
共
通
理
解

を
図
り
、
対
応
し
て
い
ま

す
。

氷
上
回
廊
保
全
条
例
の
制
定
を

看
護
大
学
へ
編
入
時
の
奨
学
金
制
度
を

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

地
理
的
表
示
保
護
制
度
の
可
能
性
は

「
丹
波
市
イ
ク
ボ
ス
合
同
宣
言
」
を
し
ま
し
ょ
う
！

公
共
施
設
で
の
就
労
支
援
が
必
要
で
は

工
賃
向
上
に
つ
な
が
る
大
切
な
取
り
組
み

と
考
え
て
い
ま
す
。

答

県
や
関
係
機
関
と
と
も
に
取
組
み
を
進
め
て

い
る
状
況
で
す

答

答

長
時
間
労
働
の
縮
減
に
取
り
組
み
、「
イ
ク
ボ
ス

宣
言
」
も
宿
題
と
し
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
な
が
ら
、
介
護
・

医
療
な
ど
受
け
ら
れ
る
体
制
に
。

答

答

答

広田まゆみ  議員
ひ ろ た

小橋　昭彦  議員
こ ば し 　 あ き ひ こ

カイ

　　　セツ　　

カイ

　　　セツ　　

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

太
田
一
誠

垣
内
廣
明

近
藤
憲
生

藤
原

悟

須
原
弥
生

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

渡
辺
秀
幸

大
西
ひ
ろ
美

谷
水
雄
一

吉
積

毅

広
田
ま
ゆ
み

小
橋
昭
彦

西
本
嘉
宏

前
川
豊
市

奥
村
正
行

大
嶋
恵
子

小
川
庄
策

や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
と
充
実
し
た
私
生

活
の
両
立
を
考
え
る
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
積

極
的
に
進
め
る
「
丹
波
市

イ
ク
ボ
ス　
　

合
同
宣
言

式
」
を
し
ま
せ
ん
か
。

丹
波
市
に
お
い
て
は
、

ま
ず
は
長
時
間
労
働

の
縮
減
や
早
期
退
庁
の
実

現
に
向
け
た
取
組
み
を
最

優
先
と
し
て
行
い
、「
イ
ク

ボ
ス
宣
言
」
は
宿
題
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
適
正
な

14

答

答

問

問

地
理
的
表
示
保
護
制

度
の
現
在
の
取
組
み

と
市
名
を
巡
る
両
市
の
関

係
を
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

申
請
の
課
題
と
し
て
、

品
質
の
基
準
設
定
、

共
通
す
る
栽
培
管
理
の
方

法
の
明
確
化
、
気
象
条
件

と
品
質
の
関
係
性
な
ど
に

つ
い
て
、
随
時
調
整
を
行
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、

丹
波
地
域
が
共
有
す
る
今

日
の
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
は
、

こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
の

中
で
、
農
産
物
の
栽
培
や

加
工
技
術
に
研
鑽
を
重
ね

切
磋
琢
磨
さ
れ
た
結
果
確

立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
丹
波
市
の
農
産

物
の
独
自
性
を
損
な
わ
ず

ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
す
る

取
組
み
を
進
め
、「
儲
か
る

農
業
」
の
実
現
に
向
け
て

ラストマイル自動運転実証実験

労
務
管
理
を
実
践
す
る
よ

う
管
理
職
の
意
識
改
革
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
の
取
組
み

の
推
進
を

個
人
情
報
の
漏
え
い

を
防
ぐ
に
は
、
行
政

任
せ
で
な
く
自
分
も
意
識

し
て
守
れ
る
「
本
人
通
知

制
度 

事
前
登
録　
　

」
が

あ
り
ま
す
。
丹
波
市
で
は
、

ま
だ
１
％
に
満
た
な
い
登

録
率
で
す
。
も
っ
と
推
進

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

篠
山
市
で
は
、
5
年

計
画
で
登
録
者
数
を

増
や
そ
う
と
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
他
市
の
取
組

み
も
参
考
に
し
つ
つ
、
登

録
増
を
め
ざ
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

答

問

答 問

答 問

吉積　毅  議員

答

問

谷水　雄一  議員

大西ひろ美 議員

来年 7 月に開院予定の県立柏原医療セ
ンターと保健センターミルネ

西本　嘉宏 議員

関西 1 位のイクボス合同宣言をされ
た生駒市

問

答

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
交
通
路
線
に

Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
を

公
共
交
通
の
利
便
性

向
上
の
た
め
Ａ
Ｉ
技

術
を
活
用
で
き
ま
せ
ん
か
。

バ
ス
路
線
の
再
編
に

向
け
て
、
関
係
機
関

と
の
協
議
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ラ
ス
ト
マ

イ
ル
自
動
運
転
実
証
実
験

等
の
制
度
も
研
究
し
、
利

便
性
の
高
い
交
通
体
系
を

慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

答答

問

答

に し も と 　 よ し ひ ろ
よ し づ み つ よ し

た に み ず ゆ う い ち

お お に し 　 　 　 み

■一般質問

本人通知制度　事前登録：戸籍等の不正取得や個人情報の売買の防止のため、住民票などを代理人
や第三者に交付した場合、事前登録した本人に対して交付した事実を郵送で通知するもの。

問

雲海に満月を浮かべる保月
城（黒井城）。こうした景観
も氷上回廊ならでは。

本庁舎に就労支援施設を描いた
イメージパース

※１「イクボス」；職場で働く人の育児や介護と仕事の両立を理解・支
援しながら、自らも仕事と私生活を楽しむことができる上司のこと。



行
政
組
織
の
再
編
等

を
考
え
る
中
で
、
将

来
の
「
支
所
機
能
」
の
あ

り
方
は
。

支
所
機
能
の
本
庁
集

約
は
、
全
体
的
な
定

員
を
削
減
・
行
政
改
革
を

進
め
な
が
ら
多
様
な
重
要

課
題
に
挑
戦
で
き
る
体
制

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
支
所
に
維
持
す
る

業
務
と
本
庁
に
集
約
す
る

業
務
の
棲
み
分
け
の
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民

生
活
に
身
近
な
機
能
は
維

持
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

著
し
い
低
下
や
混
乱

を
招
か
な
い
よ
う
な

集
約
を
行
い
ま
す
。

安
定
農
業
と
捕
獲

鳥
獣
の
活
用
へ

答

答

答

答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

ま え か わ とよいち

前川　豊市  議員

奥村　正行  議員
お く む ら ま さ ゆ き

17

丹
波
に
「
ジ
ビ
エ
」

文
化
の
醸
成
と
、
安

心
し
て
農
業
に
取
り
組
め

る
環
境
づ
く
り
は
。

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
は
、
減
少
し

た
と
は
言
え
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
獣
害
を
減
ら

す
こ
と
は
、
農
業
者
の
営

農
意
欲
が
向
上
し
、
安
心

し
て
丹
波
市
で
就
農
で
き

ま
す
。
か
つ
、
鹿
加
工
組

合
を
最
大
限
に
活
用
し
、

ジ
ビ
エ
の
安
定
供
給
を
図

る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

カイ

　　　セツ　　

政
府
も
電
子
決
済
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
エ
リ
ア
も
周

遊
パ
ス 　

区
間
も
篠
山
口

止
ま
り
で
、
国
内
客
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
取
り
込

む
た
め
に
も
早
期
に
エ
リ

ア
入
り
の
対
策
を
。

Ｊ
Ｒ
か
ら
前
向
き
な

回
答
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
市
と
し
て
も
駅

前
市
営
駐
車
場
精
算
機
の

一
部
を
平
成
31
年
度
に
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
対
応
と
す
る
こ

問答

と
を
検
討
し
ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
内

外
か
ら
議
論
の
中
身
が
見

え
な
い
と
聞
こ
え
て
き
ま

す
が
、
推
進
協
議
会
や
庁

内
会
議
で
進
捗
状
況
を
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

協
議
会
に
は
逐
次
で

は
な
く
総
会
で
報
告

し
ま
し
た
が
庁
内
会
議
で

は
報
告
し
て
お
ら
ず
十
分

で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
報
告
し
ま
す
。

公
共
施
設
は
譲
渡
な

ど
大
胆
な
対
策
を
す

べ
き
で
は
。

譲
渡
・
貸
付
・
転
用

の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
成
32
年
度

末
ま
で
に
は
、
す
べ
て
の

施
設
に
つ
い
て
個
別
施
設

計
画
に
取
り
組
み
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
で
す
。
要
望
の
場
の
み
な
ら
ず
、

事
務
的
な
場
で
も
協
議
し
て
い
ま
す
。

問答問答

周辺のＩＣＯＣＡ利用可能エリア

[ 請願の趣旨 ]

日本の農業と食の安全を守り、公共財として

の多様な日本の種子を保全するために、「主

要農作物種子法　」の復活、または同法の

趣旨を盛り込んだ新たな立法を行うこと。

３）委員会での審査結果を委員長

から報告、質疑。

4）審査不十分として、賛成多数

により委員会へ再付託。

５）委員会で取扱を再度協議。

６）請願の「継続審査」が決定。

報 告
質 疑

丹波市立地方卸売市場の使用
料及び学校給食に関する請願

主要農作物種子法の
復活に関する請願

提出いただいた請願は、付託先の

委員会での慎重な審査を経て定

例会で審議（査）し、採択されれ

ば、請願内容によって市議会から

国等へ「意見書」を提出します。

請願・陳情の
出し方

意見書・決議

＊みなさんの声をカタチに＊

請 願
請願者：種

タ ネ

子からはじまる農と食を
考えるたんばネットワーク代表　婦
木克則氏　紹介議員：山名隆衛議員

主要農作物種子法：日本の主食、米、麦、大

豆の種子を国が予算措置をして、都道府県が

各地の条件に見合った優良な品種を安定的に

農家に供給することを義務付けるもの。

１）紹介議員と請願者から、請願

内容を聞き取り審査。

２）採決で賛成少数

により「不採択」。

１．常任委員会では「不採択」に １２

再付託

請願者：㈱東兵庫魚菜、東兵庫魚菜買受人組合、
東兵庫魚菜出荷組合　紹介議員：太田喜一郎議員

[ 請願の趣旨 ]

１．卸売市場の使用料を指定管理者制

度により無償化すること。

２．学校給食の食材納入は市場を中心

に地元業者を利用したシステムに移行

すること。

３．委員会で「継続審査」が決定

２．本会議で「再付託」に

継続審査 カイ

　　　セツ　　

兵庫県では

すでに条例化され

ているなどの意見

　があり、委員会

　では一旦不採択

となりました。
協 議

再付託で継続

審査となったため、

閉会中（３月定例会

までの期間）に、委

員会で再度審査

（協議）します。

審 査

不採択

継続
審査

請　願

民
生
産
建
常
任
委
員
会
へ
「
付
託
」

16
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12
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

一

般

質

問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

一  

般  

質  

問

請
願
の
審
査

つ
ぶ
や
き
川
柳
応
募
作
品

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ

紹介議員から

意見を聞き議論しま

したが、賛否を表す採

決に至りませんでし

た。今後は、市立地方

卸売市場の現状など、

担当委員会として改め

て調査を行います。

差替えました

こ
の
ほ
ど
、
ケ
ン
ト

市
・
オ
ー
バ
ン
市
と

姉
妹
都
市
提
携
が
締
結
さ

れ
ま
し
た
。
合
併
前
に
は

柏
原
町
に
「
ケ
ン
ト
公
園
」

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は

廃
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ケ
ン
ト
市
に
は

「
か
い
ば
ら
公
園
」
が
あ
り

ま
す
。
来
年
、
両
市
の
市

長
が
来
丹
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
柏
原
高
校
の
前
に
「
ケ

ン
ト
・
オ
ー
バ
ン
公
園
」

を
つ
く
る
べ
き
と
思
い
ま

 

答 問

答 問

問

答

早
期
に
Ｊ
Ｒ
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
エ
リ
ア
入
り
を

「
ケ
ン
ト
・
オ
ー
バ
ン
公
園
」
の
設
置
検
討
を

南
海
ト
ラ
フ
地
震
そ

の
他
の
災
害
の
備
え

と
し
て
、
柏
原
病
院
跡
地

の
利
用
も
含
め
て
ど
う
お

考
え
で
す
か
。

被
災
し
た
場
合
や
支

援
す
る
場
合
を
想
定

し
た
市
独
自
の
行
動
計
画

と
し
て
、「
南
海
ト
ラ
フ
対

策
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、

新
た
に
検
討
を
考
え
て
い

ま
す
。
丹
波
市
は
、
兵
庫

県
や
他
府
県
か
ら
も
物
流

拠
点
・
支
援
窓
口
と
し
て

の
立
地
条
件
を
有
し
て
お

り
、
病
院
跡
地
を
平
常
時

は
公
園
と
し
、
災
害
時
は

防
災
や
後
方
支
援
の
拠
点

と
し
て
活
用
す
る
な
ど
県

に
対
し
て
も
具
体
的
な
提

案
を
し
て
い
く
こ
と
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

丹
波
市
「
出
会
い
の
場
」

を
つ
く
っ
て
は

「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
無

縁
社
会
」
に
向
け
て
、

自
分
の
目
的
に
あ
っ
た

パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す
き
っ

か
け
を
市
と
し
て
つ
く
れ

ま
せ
ん
か
。

男
女
共
同
参
画
社
会

に
あ
っ
て
、
様
々
な

交
流
で
き
る
場
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
け
る
出
会
い
の
場
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

す
が
。姉

妹
都
市
提
携
の
証

と
し
て
す
ば
ら
し
い

提
案
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
過
去
の
経
過
を
踏
ま
え

ま
す
と
、
公
園
は
場
所
の

選
定
や
維
持
管
理
方
法
な

ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
設
置
す

る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

姉
妹
都
市
提
携
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
簡
易
で
末
永

く
管
理
で
き
る
記
念
碑
等

を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
31
年
秋
ご
ろ
の
両
市
訪

問
団
の
来
丹
時
に
は
、
歓

迎
と
締
結
の
記
念
行
事
と

し
て
、
ケ
ン
ト
市
・
オ
ー

バ
ン
市
姉
妹
都
市
提
携
記

念
石
碑
の
除
幕
式
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

■一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■一般質問

小川　庄策  議員

答 問

記
念
碑
等
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

柏
原
病
院
跡
地
の
活
用
は
、
県
に
も
具
体
的
な

提
案
を
検
討
し
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
混
乱
を
招
か
な
い
よ

う
な
集
約
を
行
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
向
け
た
対
策
は

支
所
機
能
の
本
庁
集
約
は
住
民
の
声
を

答 問

お が わ  　 し ょ う さ く

お お し ま 　 け い こ

「ストップ・ザ・無縁社会」

ケント市にある「かいばら公園」

※周遊パス：１日乗り放題で使用できるもの

いま、獲らなければならない理
わ け

由
―共に生きるために―環境省

大嶋　恵子  議員
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＊上記の日程は変更になる場合があります。最

新の情報はホームページなどでご確認ください。

３月は

会派代表による

一般質問が行われ

ます。ぜひ傍聴

にお越しくだ

さい。

Shigikai InformationShigikai Information

市議会議員のつぶやきを川柳に…
第1回読モ

アイデア☆

第2回読モ

アイデア☆

議
員
さ
ん
　
市
民
の
声
の

　
　
　
　
　
　
　
出
前
持
ち

ぎ
い
ん
　
　
　
　
　
　
　
し
み
ん
　
　
こ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ま
え
も

今月の一句

市議会
つぶやき
川柳

た
ん
ば
り
ん
ぐ
　

　
読
ん
で
納
得
　
市
の
動
き

Information

市

議

会

か

ら

の

提

言

「母子健康手帳アプリ
による子育て情報の
配信」を提言

　805たんば で 市議会情報発信中！

　　　　　「ギカイ・ステーション」で
　　　　　　 議会をもっと身近に☆

　
よ
　
　
　
　
　
な
っ
と
く
　
　
　
し
　
　
う
ご

日 曜日 内　　容 開会時間

２/22 金 本会議（議案提案） 9：30

2/28 木 本会議（議案質疑・委員会付託） 9：30

３/1 金 総務文教常任委員会 9：30

３/4 月 民生産建常任委員会 9：30

３/5 火 予算決算常任委員会（補正予算審査） 9：30

３/7 木 本会議（当初予算以外の議案の採決） 9：30

３/12 火 本会議（代表質問・一般質問） 9：00

３/13 水 本会議（一般質問） 9：00

３/14 木 本会議（一般質問） 9：00

３/15 金 予算決算常任委員会（当初予算・総務文教所管） 9：30

３/18 月 予算決算常任委員会（当初予算・民生産建所管） 9：30

３/20 火 予算決算常任委員会（総括質疑） 13：30

３/22 金 予算決算常任委員会（課題整理） 9：30

３/25 月 予算決算常任委員会（総括審査） 9：30

3/27 水 本会議（当初予算の議案の採決） 9：30

3月
定例会

市
議
会
だ
よ
り
が
詳
し
く
読
み
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
一
般
質
問
で
の
各
議
員
の
発
言
内

容
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
八
十
爺
（
市
島

地
域
82
歳
）

つ
い
距
離
を
置
き
が
ち
の
議
会
に
「
た
ん
ば
り
ん
ぐ
」

を
拝
読
す
る
に
つ
け
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
「
一
般
質
問
」
と
そ
れ
に
対
す
る
返
答

で
、
今
の
丹
波
市
が
よ
く
分
か
り
、
大
変
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。
村
岡
孝
司
（
柏
原
地
域
70
代
）

１ ２

ご応募
ありがとう
ございます。

提言の

　　後 その

市議会では、新たな子育て支援策について

議論する政策討論会（西脇秀隆座長）を、

6 月から 5 回にわたって開催してきまし

た。各会派から、予算額なども提示しなが

ら支援策を出し合い、議員全員で議論を重

ね、11 の提案の中から「母子健康手帳ア

プリ」の導入について市長に提言しました。

［提言の背景］

核家族の増加により、今後も子育て世帯の

孤立化が懸念されています。そこで、母子

健康手帳アプリを導入し、母子健康手帳の

配布時にスマートフォンを通した子育てお

せっかい情報を提供して「孤育て」になる

のを防ごうとするものです。アプリなら、

災害などにより万一母子健康手帳を紛失し

ても、こどもの成長の記録を残すことがで

きます。

アプリによる
情報発信を開始

12 月定例会を傍聴しました！

「議会が
健全に運

営されて
市政が動

いて

いくなと
感じまし

た。」

「行政が
質問にき

ちんと答
えて民衆

の意

思が尊重
される、

一般質問
は大切だ

と

思いまし
た。」

「質問
に対し

て当た
り障り

のない
答弁

だった。
質問も資

料を集め
てしっか

り

良い質問
をしてほ

しいと思
います。

」

古西徳雄
さん　中

道忠重さ
ん　　

有田　豊
さん（山

南地域）

このまちの「あした」がみえてくる。

議会傍聴に
お越しください

政策提言で実現！

性別
たんばりんぐを
読みますか

男性 70％

女性
30％

傍聴者アンケートの結果　　　（７月～ 12 月分 / 回答数 19）

関心のある
ところだけ
読む　60％

QQ

＊議会は大切だと改めて認識しました。
＊その場では改善策は出ないでしょうが、課題が
あればその後どう進展したかを知りたい。議場で
終わってはいけないと思う。その後、検討された
ことはどのように知らされるのか。
＊野次も無いし、拍手も無い。笑い声もクスクス
程度。こんな場で明るい展望が開くのかなぁ？

女性が

3 割！

傍聴回数Q

2 ～ 4回

47％

はじめて
32％

傍聴して気づいたことQ

はじめての

人が約２割！

5 回以上

読んでほ

しいコーナー

が上位にラン

クイン。

21％

ほとんど
読む
30％

ほとんど

読まない

10％

たんばりんぐで
関心のある記事はQ

１位　ギロンの論点（４）
１位　一般質問（４）
１位　特集記事（４）
４位　審議結果（３）
５位　議会進化論（１）

議員と同じ

資料を傍聴者に

お渡しします。
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結
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一

般

質

問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

一  

般  

質  

問
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の
審
査

つ
ぶ
や
き
川
柳
応
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作
品

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ

市
民
に
は
　
理
解
さ
れ
る
か

　
　
　
　
　
　
　 
そ
の
質
疑

し
み
ん
　
　
　
　
　
　
　
り
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ
ぎ

あなたの作品で

紙面を飾りませんか？　

「たんばりんぐ」では、みな

さんからの「市議会つぶやき

川柳」を募集しています。「議

会」をお題に五七五の17文

字で表現し、議会事務局まで

お送りください。紙面で紹

介された方には、オリジナル

ボールペンをプレゼント。ご

応募お待ちしています☆

［応募方法］郵便番号、住所、氏名、
年齢、たんばりんぐの感想をご
記入の上、郵送またはファック
ス、メールで議会事務局までお
送りください（宛先はたんばり
んぐ裏面に掲載）。ペンネーム・
匿名可。

市議会会議規則

で、会議中はみだり

に発言したり騒ぎ議

事の進行を妨げるこ

とを禁止されて

います。

by
議
会
人

昨今、スマートフォンの普及により、いつ

でもどこでも家族でこどもの成長を楽しむ

ことができる「母子健康手帳アプリ」が人

気です。スマホ世代の便利な子育てツール

として、子育てが「孤育て」になるのを防

ぎ、安心して子どもを育てられる環境が

実現することを願っています。

市では、子育て世帯に対する情報環境を充実す

るため、母子健康手帳アプリの導入を決定し、

平成 31 年１月４日から取り組まれています。

出産（予定）日などを入力すると、必要に応じ

て市から子育て情報が発信されます。

毎週火曜日午後９時～
　※再放送は土曜日の

午後２時 30 分～

１月～ 3 月の 放 送 日

予防接種やママ

の健康診査の記録
を

入力するとグラフ
化

もできます。ま
た、

こどもの成長日記
も

つけられます。

←ホームページか
らの応募はコチラ



に期待

しています！
ココ
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あ

と

が

き

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
第
４
期
丹
波
市
議
会
も
前

期
が
終
了
し
、
議
長
選
挙
や
常
任

委
員
会
等
の
構
成
も
決
ま
り
、
気

持
ち
も
新
た
に
後
半
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
た
ん
ば
り
ん
ぐ
の
編

集
も
、
今
ま
で
の
『
議
会
報
編
集

委
員
会
』
か
ら
、
よ
り
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
に
お
出
合
い
し
、

よ
り
多
く
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

て
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
『
広

報
広
聴
委
員
会
』
に
変
わ
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
み
な
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
た
ん
ば
り
ん
ぐ
の
編
集
と

あ
わ
せ
て
広
聴
活
動
に
も
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

　［
発
行
責
任
者
］
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憲
生
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大
西
ひ
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美
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員　
　

谷
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雄
一

委　
　

員　
　

吉
積　
　

毅

委　
　

員　
　

大
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恵
子
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広
田
ま
ゆ
み

委　
　

員　
　

藤
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悟

TAMBA R I NG56
いつ
まで
も

丹波
で安
心し
て

暮ら
せる
よう
に

して
ほし
い。

中学校の

部活動を充実

させてほしい。

丹波市の

子ども
たちが

元気で
楽しく

暮ら

せると
ころに

なる

といい
な。

近くに
競技場をつくっ
てほしい。

学校など、
夜でも練習でき
る照明がほしい。

山南フットボール

クラブ

わ
たし

た ち も、丹波市に期待しています
！

フットサルの大会

にも出場していま

す。フットサルがで

きる体育館を増やし

てほしいです。
子どもたちが

明るく元気に楽しめ

るサッカーやフットサ

ルを、有名選手に来て

もらって広めて

ほしい。

安全に練習

ができる施設が

あるといいな。

※個人のコメントであり、団体を代表するものではありません。

丹波ジュニア
ランニングクラブ


